
電気自動車・燃料電池車・ソーラーカー製作講習会
－競技車両の設計製作および高効率化技術－

主催： WSR組織委員会、JISC組織委員会、WEM組織委員会、東海大学

後援： 読売新聞社、日本自動車連盟、日本太陽エネルギー学会、日本環境エネルギー協議会、

CAR GRAPHIC、鈴鹿サーキットランド、日本エコシステム

日時： 2004年1月31日 8:50～17:30

会場： 東海大学短期大学部高輪校舎 講堂

〒108-8619東京都港区高輪2-3-23 TEL: 03-3441-1171(代)

講師： Zero to Darwin Project 池上敦哉 ［ヤマハ発動機（株）］

「ソーラーカー設計製作の基礎（サスペンション設計の考え方 」）

first step AISIN AW 中村昭彦 ［アイシン・エイ・ダブリュ（株）］

「 のちょっとひとくふう」WEM
大同メタル工業商品企画室 高木武久 ［大同メタル工業（株）］

「燃料電池の高効率運転法」

小山工高専鹿野研究室 鹿野文久 ［小山工業高等専門学校］

「 コンバータの適材適所（太陽電池＆燃料電池への応用 」DC-DC ）

チーム"ヨイショット!"ミツバ 内山英和・柳原健也・齋藤勝彦 ［（株）ミツバ］

「 エコラン ソーラーカーレースで良い成績をあげるための近道」EV &
東京大学大学院工学系研究科 鵜沢潔 ［東京大学］

「複合材料を用いた構造(具体的例題による設計の基礎とテクニック)」

東海大学電子情報学部 木村英樹・菊田剛広 ［東海大学］

「電気自動車の製作事例およびアモルファスモータ・電気二重層キャパシタによる高効率化」

参加費： 無料

会場までのアクセス http://www.ttc.u-tokai.ac.jp/access.htm

会場内に駐車スペースが無いため自家用車の場合は原則として近隣の有料駐車場をご利用下さい。

http://www.mapion.co.jp/front/Front?uc=4&ino=BA343763&grp=tpark2&pg=1
。最新情報については http://www.zdp.co.jpでのWEBサイトなどでご確認下さい

※関連部品等の展示コーナーも設ける予定です。

お問い合わせ

〒259-1292神奈川県平塚市北金目1117 東海大学電子情報学部エレクトロニクス学科木村研究室

E-mail: kimura@tokai.ac.jp TEL: 0463-58-1211内線4092 FAX: 0463-50-2031



２００４年１月３１日（土）

講習会プログラム

開場・受付開始8:50

WEM、WSR実行委員会委員長 山本久博9:20 9:25～

「開会にあたり」

東海大学短期大学部高輪校舎学長補佐 飯田昌盛9:25 9:30～

「開催校挨拶」

Zero to Darwin Project 池上敦哉 ［ヤマハ発動機（株）］9:30 10:20～

「ソーラーカーの車体設計とサスペンションの話」

～ 休憩10:20 10:30

first step AISIN AW 中村昭彦 ［アイシン・エイ・ダブリュ（株）］10:30 11:20～

「 のちょっとひとくふう」WEM

大同メタル工業商品企画室 高木武久 ［大同メタル工業（株）］11:20 12:10～

「燃料電池運転の最新情報」

～ 昼休み12:10 13:15

クリーンエナジーアライアンス 谷淳13:15 13:20～

「今後の大会運営について」

～ 大会・企業関係者の紹介13:20 13:40

小山高専鹿野研究室 鹿野文久 ［小山工業高等専門学校］13:40 14:20～

「 コンバータの適材適所（太陽電池＆燃料電池への応用 」DC-DC ）

チーム"ヨイショット!"ミツバ 内山英和・柳原健也・齋藤勝彦 ［（株）ミツバ］14:20 15:10～

「 エコラン ソーラーカーレースで良い成績をあげるための近道」EV &

～ 休憩15:10 15:20

東京大学大学院工学系研究科 鵜沢潔 ［東京大学］15:20 16:10～

「複合材料を用いた構造(具体的例題による設計の基礎とテクニック)」

東海大学電子情報学部 木村英樹・菊田剛広 ［東海大学］16:10 17:00～

「 」電気自動車の製作事例および電気二重層キャパシタ・アモルファスモータによる高効率化

～ 質問時間17:00

※ 以上のプログラムは 年 月 日時点での情報です。2003 12 23


